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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 近年の各種栄養法の発達は著しく，中心静脈栄養法

の利用により，従来，救命の困難であった各種疾患が

回復可能となっている．しかし，中心静脈栄養時に門

脈血流量は経口栄養時と比べ約3／4に減少し，門脈血流

量と体循環血流量の比率から，投与された成分の

20～30％しか肝臓を通過しない．又，小腸広汎切除に

おいては腸間膜血管床が減少するため，経中心静脈栄

養法を行なっても肝臓を通過し有効に代謝される成分

により減少すると予想される．従って，栄養分を門脈

血に直接注入する門脈栄養法では，中心静脈栄養法と

比較してより，生理的かつ効果的な栄養補給が行なえ

る事が予想される．この点を明らかにする為に，小腸

広汎切除に対する中心静脈栄養法と門脈栄養法を各方

面より比較検討した．

 実験方法

体重350～450g Wistar系雄ラットを次の4群に分

け実験を行なった．ST群：1週間の飼育後産死させ，

生化学データのコントロールとした群．PO群：小腸

切除後，自由に飼料を経口摂取させた群．CVH群：小

腸切除後，右外頚静脈より，中心静脈にポリエチレン

チューブを挿入輸液した群。PVH群：小腸切除後，残

存する腸問罪静脈ヘポリエチレンチューブを挿入輸液

した群．ST群以外の3群は，5日間後に犠死させた．

CVH群， PVH群の輸液の量，および組成は同一とし

た．以上の各回について，1．水分出納，2．窒素出納，

3．体重変化，4．肝重量，肝重量／体重比，5．血液生

化学検査，（a）総ビリルビン，（2）総蛋白，（c）総コ

レステロール，（d）エステル型／総コレステロール比，

（e）トリグリセライド，（f）コリンエエラーゼ，（g）

GOT， GPT，（h）クレアチニン，6．肝臓の病理組織学

的変化等を検討した．

 実験結果及び結論

 1．門脈栄養法は，中心静脈栄養法よりも窒素出納の

正への復帰が早く，肝のアミノ酸代謝に有利である．

 2．水分出納は，両栄養法に差が無く腎機能も正常に

保たれた．

 3．肝臓の組織学的変化は，両栄養法共同様の脂肪変

性及び粗霧化を示した．

 4，血液生化学検査では，T． choL， GPTの値から中

心静脈栄養法と比較し，門脈栄養法では肝臓への栄養

補給がより生理的状態で行なわれたと考えられる．

 以上の結果から，小腸大量切除時における門脈栄養

法は中心静脈栄養法より有効であると考えられる．

論 文 審 査 の 要 旨

近年，中心静脈栄養法が利用され効果を発揮しているが，門脈栄養法についての検討が少ない．小
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腸広範切除に伴う肝臓を通過する栄養成分の減少に際して，門脈に直接注入する門脈栄養法の効果が

期待される．この点について著老はラットを用い，中心静脈栄養法と門脈栄養法を水分栄養代謝の面

から種々比較検討した結果，小腸大量切除時には門脈栄養法は中心静脈栄養法より有効であることを

明らかにしたもので，本論文は学術上価値あるものと認める．
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